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府立今宮高等学校 

校長 上野 佳哉 

 

平成 31 年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

未来予測が困難な後期近代社会を生き抜くために、グローバルな視点で自らの周囲「５０ｃｍ」で変革を起こす力を育成する。そのために新たな価値を創造

する力、社会を生き抜く人間力、ダイバーシティを担う社会的包容力を養い、社会をリードする人材を輩出する学校をめざす。 

そのために次のような資質・能力を持った生徒を育てることと教職員集団をめざす。 

１．めざすべき生徒像 

  ①「人・社会・世界」の発展に貢献する高い志を持ち、己を鍛える生徒               鍛える 

  ②幅広い教養（リベラル・アーツ）を身につけ、知性を磨き、新たな価値を創造する生徒       創造する 

  ③社会の多様性を認識し、「人・社会・世界」と繋がる生徒                     繋がる 

  ④以上のことを実現するために、己の将来を描くことができる生徒                           描く 

２．めざすべき教職員集団 

  ①常に「生徒のために」の原点を忘れず、新たな教育課題に果敢に挑戦する教職員集団         果敢に挑戦する 

  ②互いに成長しあい、学びあい、切磋琢磨する教職員集団                      切磋琢磨する 

  ③同僚性に富み、互いに支えあい、強みを活かし、弱みを克服する教職員集団             同僚性に富む 

  ④互いの役割分担を認め、多様な力を糾合するチーム力のある教職員集団               チーム力がある 

 

２ 中期的目標 

１．高い志を持って己を鍛える力の育成 

 （１）思考し、探究する力の育成：1年『産業社会と人間』、2年『総合的な学習の時間』、3年『課題研究』を軸として探究的学習の体系化 

    ※卒業時の学校教育自己診断における「産業社会と人間」・「総合的な学習の時間」・「課題研究」への肯定的回答を全て、初年度 80％以上とし、3 年

後には 85％以上とする。 

 （２）自尊心の醸成を促し、「自主自律」を基本に己を律する力の育成 

    ※遅刻者数の一層の低減を行い、初年度に 3000 回以下、３年後に 2000 回以下にする。（H30 年度 4961 回） 

    ※卒業時の学校教育自己診断における「先生方は生徒の意見をよく聞いている。」「担任の先生以外にも保健室や相談室等で、気軽に相談することが

できる先生がいる。」の肯定感を初年度は平均以上、３年後には 80％以上とする。 

    ※学校教育自己診断「今宮高校で人として成長したと思う」（３年）の肯定感を９０．５％以上（H30 年度）とし、この数値を維持する。 

 （３）国連が提唱する SDGs・ユネスコスクールを「ジブンごと」化し、「５０cm 革命」を起こす力の育成：自治会を中心に、SDGs の１７の目標のいずれか

について全校的な取組を推進 

    ※学校教育自己診断に「本校は、ユネスコスクール・SDGs を推進している」「自ら課題を発見し、自分の身の回りから社会を変革する力がついた」の

項目を、初年度は学校教育自己診断の平均以上、３年後に 75％以上の肯定的評価にする。 

２．幅広い教養を身に付け、思考力・判断力・表現力を養い、主体的に学ぶ力を育成する。 

 （１）ＩＣＴ活用、授業アンケート、研究授業、授業評価による教科チーム毎の授業力の向上を行い、進路実現に結びつく質の高い授業を生徒に提供する。 

    ※学校教育自己診断に①「学ぶことの意味について考え、授業を大切にするようになった」を初年度 70％以上、３年後には、80％以上の肯定的評価

とし、②「本校の学習だけで、進路達成に必要な力が身につく」を新設し、初年度は 50％、３年後に 70％以上の肯定的評価とする。 

 （２）総合学科の特性を活かしたカリキュラム編成：大学進学を中心課題とし、社会と生徒・保護者の多様なニーズに応え、生徒の将来に資するカリキュ

ラムの編成を行う。 

    ※卒業時の学校教育自己診断における「選択科目の内容は、全体的に見て期待通りであった。」の項目における肯定的回答を共に 90％以上とする。 

 （３）『考える力』、『まとめる力』、『伝える力』の育成：生徒が発表する機会・場の提供と生徒相互の取り組みへの支援・育成 

    ※今高生の主張、英語スピーチコンテスト、生徒自治活動、クラブ活動、サマーセミナー、野外スクーリングの実施 

    ※学校教育自己診断に「この学校の授業では、自分の考えをまとめたり、発表することがよくあった。」を初年度は 75％以上、３年後には 85％以上

の肯定的評価とする。 

（４）自らが学びへの高い志と意欲をもって学習に取り組む生徒の育成 

※卒業時の学校教育自己診断における生徒の｢家庭学習をした｣項目の肯定的評価を 50％以上にし、３年後には 70％以上とする。（H30 年度 41％） 

（５）４技能をバランスよく配した英語の授業の推進とそれぞれのレベルでの英語表現力の向上 

※ 英検準２級以上もしくは同等レベルの英語資格取得者が卒業生の 50%以上を占める。 

３．社会の多様性を認識し、「人・社会・世界」と繋がる力を育成する。 

 （１）国際感覚と国際交流力の育成：ユネスコスクール・SDGs に取り組み、多様な文化を理解する国際交流を促進する 

※海外姉妹校訪問（豪州・米国・台湾）、海外留学生・海外学校訪問受入れを行い、「本校は国際交流に力を入れている」「本校はユネスコスクール・

SDGs の取り組みを推進している」を、初年度は学校教育自己診断の平均、３年後は 80％以上の肯定的評価とする。 

 （２）共生推進教室を中心に、「共に学び、共に育つ」インクルーシブ教育の推進を行う。 

    ※学校教育自己診断に「障がいがある人たちと『共に学び共に育つ』大切さを学ぶ機会があった。」の項目を、初年度は学校教育自己診断の平 

均、３年後には 80％以上の肯定的評価とする。 

 （３）小中学校、地域、地元自治体と連携した防災活動を充実させる。 

※学校教育自己診断に「本校では、地震や火災の際の対応は知らされている」の項目を、初年度は学校教育自己診断の平均、３年後には 80％以上の

肯定的評価とする。 

 （４）社会に開かれた学校づくりを推進し、地域貢献を進める。 

   ア）ホームページの充実、学校説明会、中学校訪問の充実を図り、入試倍率を維持する。 
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イ）教養講座の充実と地域行事への参加を促進する。 

 ※学校教育自己診断に「本校は、さまざまな地域の活動に参加・貢献している」の項目を、初年度は学校教育自己診断の平均、３年後には 80％以上

の肯定的評価とする。 

ウ）ＰＴＡ、同窓会、後援会との連携の強化 

※学校教育自己診断「学校ではＰＴＡ活動は活発である」項目の肯定的評価を、H31 年度 65%以上に高める（H30 年度 60.4%） 

４．高い志を持って、進路実現をするためのキャリア教育の充実 

 （１）高・大・社を意識した系統的なキャリア教育の充実を通じて、進路実現の意識の醸成を行う。 

   ※学校教育自己診断の進路関係の項目を初年度は 70％以上、３年後には 80％以上の肯定的評価とする。 

 （２）進路実現を可能にする学力の育成 

※センター試験において本校の平均を全国平均以上にする。 

 （３）国公立及び有名私大(関関同立産近甲龍・早慶上・MARCH)合格レベルの学力育成を支援する情報提供と学習指導の充実 

※京大阪大神大府大市大を含め国公立大学への合格者数が、初年度は 15名以上、３年後には 30 名以上とする。 

※関関同立＋近の合格者の合計が、初年度 110 名以上（H30 年度 107 名）、３年後には 140 名以上とする。 

５．教職員集団「チーム今宮」の育成 

 （１）将来構想委員会(仮)－カリマネ委員会－運営委員会の活性化を図り、高大接続改革など新たな教育課題に挑戦し、伝統校としての魅力を持つ高校に

改革するために、互いに切磋琢磨する教職員集団の育成を行う。 

   ※学校教育自己診断に「本校がめざす学校像を実現するために、教職員は同僚性を高め、協力して教育活動を行っている。」を新設し、初年度は過半数、

３年後には 70％以上の肯定的評価とする。 

※学校教育自己診断に「校内研修組織が確立し，計画的に研修が実施されている」を新設し、初年度は過半数、３年後には 70％以上の肯定的評価とす

る。 

 （２）教職員の授業力・キャリア教育力の向上を図る。 

   ※初年度に学校教育自己診断の「本校の学習だけで、進路達成に必要な学力が身につく」を 50％以上、「教え方を工夫するなど先生方は授業に熱心だっ

た」を 75％以上、毎年３ポイントずつ引き上げる。 

 （３）運営委員会の活性化、ベテランによる OJT により、ミドルリーダーの育成、若手の力量向上を図る。 

   ※学校教育自己診断に「運営委員会は、充分に機能している」「本校は計画的に人材育成を行っている」を、初年度は過半数、３年後には 70％以上の肯

定的評価とする。  

（４）仕事の平準化、合理化を推進し、「働き方改革」を行う。 

   ※平成 30 年度の超過勤務時間を越えず、平成 33年には、超過勤務時間対平成 30 年度の 90％以下にする。  

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和元年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

「今宮高校で学んでよかった」肯定的回答 87％、「今宮高校で学んで人と

して成長した」3 年生の肯定的回答 87.7％、「総合学科の取り組みで、自

分で考える力や自主性を伸ばすことができた」の肯定的回答が７６％等、

本校に学校の教育力があることを物語っている。また、「思考力・判断力・

表現力等」については、「この学校の授業では、自分の考えをまとめたり、

発表することがよくあった」の肯定的回答が 85％となっており、新しい学

力の３要素に向けた教育が行われていると言える。 

 さらに、進路指導においては、「自分の進路選択ができた」の肯定的回答

が 75.2％、「進路希望や選択科目の指導はきめ細かく、適切に行われた」

の肯定的回答が 81％、「大学について理解することができた」の肯定的回

答が 85.7％と高い評価を受けている。 

 「自分は、ルールの遵守やマナーの向上に努めた」の肯定的回答が、81％

となっており、多くの生徒が自主規制の精神を尊重し、遵守していること

がわかる。 

【６月８日第１回】 

学校側から、総合学科の改革（「学ばなければならないことについてしっかり学ぶ」）のコ

ンセプトを説明する。このことについて、「普通科への変更を考えているか」という質問が

あったが、学校側からは「普通科への変更は考えてない。現在進行中の高大接続改革にお

いても、求められているのは総合学科が行っている探究的な内容であり、総合学科の時代

が到来したと考えている」と回答した。そのほか、進学実績の重要性、アクティブラーニ

ングの実施、探究学習の重要性の意見を頂戴した。 

【11 月 18 日第２回】 

学校側から進捗状況について説明を行った。委員からは、「新系列は私学志向を体現してお

り、中学生・保護者の私学への流れを考えると賛成である。今後は、この内容に見合う授

業力の向上が求められる」という意見を頂いた。また、「生徒たちの自己実現のために、充

実したキャリア教育は必ず実行していただきたい。「Think Globally、Act Locally」とい

う考え方はこれからますます必要となる。そして、教員の関わり方がますます重要になっ

てくる。地域としても生徒の皆さんを区内の様々な取り組みにつなげていきたい。」という

地域連携・キャリア教育の重要性の意見を頂いた。 

【２月 12 日第３回】 

学校運営協議会において学校教育自己診断に対する意見が出されたのは、以下の点であ

る。第一に、24 期生１年生の「毎日、家庭学習している」という問いに対する肯定的回答

が、例年の 30％前後から 16.4％に下落した点である。この件について、学校として例年通

りの学習指導を行っているにも関わらず、このような数値になってしまっていることに危

機感を感じていることを議論した。中学校で塾を中心に学習指導を受けているので、主体

的に学習するという力が十分に備わっていないのではないかという指摘を頂いた。第二に、

探究学習の重要性と社会に目を向ける重要性である。社会の中にある課題に目を向けるこ

とで学びが促進され、その学びは大学・社会人となっても継続されていく学びとなる。私

立高校では、NPO などと連携して、社会に目を向けさせる教育実践が行われている。是非、

今宮高校でも、そのような実践を行ってほしいという意見を頂いた。次年度の２５期生か

らは、SDGs を１つの大きなテーマとして据えて、地域・NPO・NGO などと連携した取り組み

を行うことを報告した。 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１
．
高
い
志
を
持
っ
て
己
を
鍛
え
る
力
の
育
成 

（１）思考し、探究する力

を育成 

ア 「今宮志学」の再検

討、体系化を行う。 

 

 

 

（２）自尊感情の育成、自

己を律する力の育成 

ア 自己を律する力の育  

  成 

イ 自尊感情の育成 

 

 

 

 

 

 

ウ 生徒の人間的成長の

促進 

 

 

（３）SDGs への取組 

ア 自治会を中心に 17の

目標のどれかに全校

的に取り組む。 

 

 

ア 「今宮志学」検討チームを立ち上げ、思

考力・判断力・表現力等を育成する探究

的学習要素を再検討し、体系化する。 

 

 

 

ア 遅刻に表れる生徒の生活習慣の改善 

 

イ 教育相談活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 教育のあらゆる機会を捉えて、生徒の

成長を促す 

 

 

 

ア 自治会執行部に SDGs の取組を考えさ

せ、全校的に取り組む課題を決めさせ

る。その例として「アフリカへの布ナプ

キンを送る」取組を紹介する。 

 

 

ア 学校教育自己診断における「産業

社会と人間」・「総合的な学習の時

間」・「課題研究」への肯定的回答を

全て 80％以上とする。 

 

 

 

ア 遅刻総数を 3,000 回以下にする 

 

イ 学校教育自己診断「先生方は生徒

の意見をよく聞いてくれる」「担任

の先生以外にも保健室や相談室等

で、気軽に相談することができる先

生がいる。」の肯定感を、初年度は自

己診断結果の平均以上にする。 

 

ウ 学校教育自己診断「本校に入学し

て人として成長したと思う」(3 年)

の肯定感を 90.5%以上とする。 

 

 

ア 学校教育自己診断「本校は、ユネ

スコスクール・SDGs を推進してい

る」「自ら課題を発見し、自分の身の

回りから社会を変革する力がつい

た」の肯定感を学校教育自己診断の

平均以上とする。 

 

 

ア 学校教育自己診断の項目の肯定的回

答が、１年生 76.9%、２年生 48.2%、３

年生 74.6%、全体は 66.7%であった（△） 

 

 

 

ア 遅刻総数 4,141 回（△） 

 

イ  

・ 学校教育自己診断の項目の肯定的回

答が、「先生方は生徒の意見をよく聞

いてくれる」61.5%、（△） 

・ 「担任の先生以外にも保健室や相談

室等で、気軽に相談することができる

先生がいる。」51.6%（△） 

（全体の肯定的回答の平均が 68.5%） 

ウ 学校教育自己診断の項目の肯定的回

答が、87.7%（△） 

 

 

ア  

・ 学校教育自己診断の項目の肯定的回

答が、「本校は、ユネスコスクール・

SDGs を推進している」52.3%、（△） 

・ 「自ら課題を発見し、自分の身の回り

から社会を変革する力がついた」

60.4%（△） 

（全体の肯定的回答の平均が 68.5%） 

 

２
．
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
養
い
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
育
成
す
る
。 

（１）質の高い授業の提

供 

ア 授業アンケートの活

用及び研究授業など

の活性化 

 

 

 

 

（２）総合学科の特性を

活かしたカリキュラム

編成 

ア 自らの進路と連動さ

せた科目選択指導 

 

 

イ 新学習指導要領に向

けたカリキュラム編成 

 

（３）思考力・判断力・表

現力等の育成 

 

ア 「主体的・対話的で深

い学び」の授業の促

進 

イ 生徒の発表する機会

の確保とその支援 

 

 

ア 

・ 定量的授業アンケートに加え、生徒の自

由記述による定性的アンケートを実施

する。 

・ 各教科による研究授業、授業見学の促進 

 

 

 

 

 

ア 進路指導と科目選択指導を連動させた

計画的な指導を行う。 

 

 

イ ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会において、教科

横断型の視点に立ったカリキュラム編

成を行う。 

 

 

 

ア 「主体的・対話的で、深い学び」の教職

員研修を実施し、アクティブラーニン

グ型授業の促進を行う。 

イ 今高生の主張、英語スピーチコンテス

ト、生徒自治活動、クラブ活動、サマー

セミナー、野外スクーリングの実施 

 

 

ア 

・ 学校教育自己診断「学ぶことの意

味について考え、授業を大切にす

るようになった」を 70％以上、「本

校の授業・講習等だけで、進路達

成に必要な学力が身につく」の肯

定感を 50%以上とする。 

   

 

 

ア 学校教育自己診断の「選択科目の

内容は、全体的に見て期待通りで

あった。」の項目を３年生におい

て 90%以上とする。 

イ 平成 31 年度中に新学習指導要領

に向けたカリキュラム編成を終

える。 

 

 

 

ア・イ 学校教育自己診断「この学校

の授業では、自分の考えをまとめ

たり、発表することがよくあっ

た。」の肯定感を 75%以上にする。 

 

 

 

 

ア  

・ 「学ぶことの意味について考え、授業

を大切にするようになった」の肯定的

回答が 71%（○） 

・ 「本校の授業・講習等だけで、進路達

成に必要な学力が身につく」が 53%

（○） 

 

 

 

ア 学校教育自己診断の項目の肯定的回

答が 68.9%（△） 

 

 

イ 新学習指導要領実施に向けて、新系

列・コース制、授業時間の変更（45→50

分）を令和元年９月に策定。また移行期

に備えた令和２年度カリキュラム編成

を 10 月に終了（〇） 

 

ア・イ 学校教育自己診断の項目の肯定的

回答が、84.6%（◎） 
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す
る
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（４）学習習慣、家庭学学

習の定着 

ア 週末課題の定着 

 

 

 

 

 

 

 

（５）英語 4技能習得の推

進 

ア 4 技能をバランスよ

く配した英語授業の

改革と民間検定試験

の推進 

 

 

ア ・1・2 年次において国・数・英の週末

課題を出し、高校での必須の勉強量の

定着を図る。 

  ・自学イベントの実施学習会サマーセ

ミナーとウィンターセミナーの開催） 

・ポートフォリオノートを導入し、学

習や学校生活に関する生徒のメタ認知

を促進する。 

 

 

ア 英語授業において 4 技能をバランスよ

く配した授業の展開を行う。 

 

 

 

 

 

ア・イ 学校教育自己診断「毎日学習

した」の肯定感を 50％とし、学校

教育自己診断「部活動と勉強の両

立ができた」の肯定感を学校教育

自己診断肯定感の平均以上とす

る。 

 

 

 

 

ア 英検準２級以上もしくは同等レ

ベルの英語資格取得者が卒業生

の 50%以上を占める 

 

 

ア・イ  

・ 学校教育自己診断の肯定的回答が、

「毎日学習した」24.9%、（△） 

・ 「部活動と勉強の両立ができた」

58.4%（△） 

（全体の肯定的回答の平均が 68.5%） 

 

 

 

 

ア 英検準２級以上もしくは同等レベル

の資格取得者が 150 名で、半数以上を占

める。（○） 

 

３
．
社
会
の
多
様
性
を
認
識
し
、「
人
・
社
会
・
世
界
」
と
繋
が
る
力
を
育
成
す
る
。 

（１）国際感覚と国際交

流力の育成 

ア.海外姉妹校との交流 

 

 

 

 

（２）インクルーシブ教

育の推進 

ア 共生推進教室開設に

向けた知的障がい生徒と

の交流の促進 

 

 

 

（３）防災活動の促進 

ア 地域の小中学校、地

元住民と連携した防災訓

練 

 

 

（４）社会に開かれた学

校づくり 

ア 広報活動の充実 

 

 

 

 

イ 教養講座の充実と地

域行事への参加を促

進 

 

 

ウ ＰＴＡ、同窓会、後援

会との連携の強化 

 

 

ア 姉妹校等交流 6回以上 

 

 

 

 

 

 

ア なにわ高等支援学校との自治会・クラ

ブ・行事など交流の促進 

 

 

 

 

 

ア 小中学校、地元区民の防災計画を掌握

する中で、連携のあり方を作成し、高校

として防災に関してリーダーシップを

発揮できるようにする。 

 

 

 

ア ・中学生参加行事の充実 

  ・オープンスクール・学校説明会・クラ

ブフェスタ等の効率的な開催 

  ・クラブフェスタの開催 

  ・中学校・塾への効率的な訪問の実施 

イ 教養講座の定期開催 

 

 

 

 

ウ 年間行事について円滑な運営、連携に

努める。 

 

 

ア 学校教育自己診断「本校は国際交

流に力を入れている」の肯定感を

学校教育自己診断肯定感の平均

以上とする。 

 

 

 

ア 学校教育自己診断「障がいがある

人たちと「共に学び共に育つ」大

切さを学ぶ機会があった。」の肯

定感を学校教育自己診断肯定感

の平均以上とする。 

 

 

ア 学校教育自己診断「本校で、地震

や火災の際の対応は知らされて

いる」の肯定感を学校教育自己診

断肯定感の平均以上とする。 

 

 

 

ア 前年度入試倍率を維持する。 

 

 

 

 

イ 

・ 10 講座以上の開催 

・ 学校教育自己診断「本校は、さま

ざまな地域の活動に参加・貢献し

ている」肯定感を学校教育自己診

断肯定感の平均以上とする。 

ウ 「学校ではＰＴＡ活動は活発であ

ったか」項目の肯定的評価を、H31

年度 65%以上に高める 

 

 

ア 学校教育自己診断の肯定的回答が

66.7%（△） 

（全体の肯定的回答の平均が 68.5%） 

 

 

 

 

ア 学校教育自己診断の肯定的回答が、

60.7%（△） 

（全体の肯定的回答の平均が 68.5%） 

 

 

 

 

ア 学校教育自己診断の肯定的回答が

60.4%（△） 

（全体の肯定的回答の平均が 68.5%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  

・ 9 講座開催。（△） 

・ 学校教育自己診断の肯定的回 51%（△） 

（全体の肯定的回答の平均が 68.5%） 

 

 

ウ 学校教育自己診断の肯定的 69%（○） 
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（１）系統的なキャリア

教育の充実 

ア 高・大・社のトランジ

ションを意識したキ

ャリア教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

（２）進路実現を可能に

する学力の育成 

ア 講習の充実 

イ 自学自習システムの

導入 

 

（３）進学実績の向上 

ア 進学実績の向上 

 

 

ア 3 年間の進路指導、進路行事を見直し、

「キャリアアンカー」を育てる科目選

択指導と連動したキャリア教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 進学講習の開催 

イ 教育産業の VOD 学習を希望者に導入 

 

 

ア 教育産業の模擬試験・学力学習実態調

査・分析会などの活用を促進し、教職員

の進学指導の力量の向上を図る。 

 

 

ア 学校教育自己診断の進路関係の

項目を 70％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・イ センター試験において平均点

以上を獲得する生徒数を平成３

１年度入試以上にする。 

 

ア ・学校教育自己診断の「自分の適

性や進路について考えるように

なり、進路希望が具体的になっ

た。」の肯定感を 75％以上、大学

（どんな所か、何をしている所

か、何を学ぶ所か、など）につい

て理解することができた。」の肯

定感を 85％以上とする。 

・国公立 15 名以上 関関同立＋

近の合格数 110 名以上 

 

 

ア  

・ 「自分は、この１年間、今宮総合学科

で学んで、自分の進路選択ができた。」

75.2%（○）。「大学について理解するこ

とができた。」85.7%（◎） 

・ 「働くことの意味や職業について考

え、理解が深まった。」79.7%（○） 

・ 「自分の適性や進路について考える

ようになり、進路希望が具体的になっ

た。」75.9%（○） 

・ センター試験平均点以上の生徒数２

６７人、平成３１年度入試では３３６

人（７クラス）。６クラス規模に換算し

ても約７．９％減。（△） 

 

 

ア 「自分の適性や進路について考えるよ

うになり、進路希望が具体的になった。」

75.9%。「大学について理解することがで

きた。」85.7%。（○） 

 

 

・ 国公立大 24 名、関関同立＋近の合格

者数 138 名（◎） 

５
．
教
職
員
集
団
「
チ
ー
ム
今
宮
」
の
育
成 

（１）切磋琢磨する教職

員集団の育成 

ア 学校経営計画を意識

した教育活動の推進 

 

 

 

 

 

 

（２）教職員の授業力・キ

ャリア教育力の向上 

ア 授業力の向上 

 

 

 

 

 

 

イ キャリア教育の向上 

 

 

 

 

（３）運営委員会の活性

化、ミドルリーダー

の育成など 

ア 教職員の力量の向上 

 

 

 

 

 

（４）「働き方改革」の促 

  進 

ア 仕事の平準化・合理

化の促進 

 

 

 

ア 高大接続改革・新学習指導要領・共生推

進教室の設置など、新たな教育課題に対

して、学校経営計画を意識し、切磋琢磨す

る教職員集団の育成 

 

 

 

 

 

 

 

ア 授業アンケート及び自由記述結果を活

用した教科での検討会の実施。 

 

 

 

 

 

イ 高・大・社のトランジションを意識し、

「イベント主義」に陥らない系統的で

計画的なキャリア教育を推進する教職

員集団の育成 

 

 

 

ア 運営委員会の議論の活性化、OJT の推

進、若手教員の勉強会を推進し、教職員

の力量向上を図る。 

 

 

 

 

 

ア 教材の共有化、仕事の平準化の促進。学

校業務も見直しの促進 

 

 

ア 学校教育自己診断「本校がめざす

学校像を実現するために、教職員

は同僚性をたかめ、協力して教育

活動を行っている。」「校内研修組

織が確立し，計画的に研修が実施

されている」を 50％以上にする。 

 

 

 

 

 

ア 学校教育自己診断「本校の学習だ

けで、進路達成に必要な学力が身

につく」を 50％以上、「先生方は、

教え方に工夫をするなど授業に

熱心だった。」を 75％以上とする。 

 

 

イ 学校教育自己診断「働くことの意

味や職業について考え、理解が深

まった。」「大学について理解する

ことができた。」を 80％以上にす

る。 

 

 

ア 学校教育自己診断「運営委員会

は、充分に機能している」「本校は

計画的に人材育成を行っている」

を 50％以上にする。 

 

 

 

 

ア 平成 30 年度の超過勤務時間以下

にする。 

 

 

ア 学校教育自己診断の肯定的回答 

・ 「本校がめざす学校像を実現するた

めに、教職員は同僚性をたかめ、協力

して教育活動を行っている。」28.6%、

（△） 

・ 「校内研修組織が確立し，計画的に研

修が実施されている」35.7%（△） 

 

 

 

 

ア 学校教育自己診断の肯定的回答 

・ 「本校の学習だけで、進路達成に必要

な学力が身につく」53%、（○） 

・ 「先生方は、教え方に工夫をするなど

授業に熱心だった。」69.2%（△） 

 

 

イ 学校教育自己診断の肯定的回答 

・ 「働くことの意味や職業について考

え、理解が深まった。」79.7%、（△） 

・ 「大学について理解することができ

た。」85.7%（○） 

 

 

ア 学校教育自己診断の肯定的回答 

・ 「運営委員会は、充分に機能してい

る」46.4%（△） 

・ 「本校は計画的に人材育成を行って

いる」10.7％（△） 

 

 

 

ア 令和元年度は 12 月段階で時間外勤務

が、前年度の 92％（○） 

 


